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保
険
税
の
う
ち
、「
均
等
割
（
人

数
割
）」
と
「
平
等
割
（
世
帯
割
）」

は
、
世
帯
の
国
保
加
入
者
と
世
帯

主
の
総
所
得
金
額
の
合
計
額
が
一

定
以
下
の
場
合
、
軽
減
措
置
を
受

■
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
分
が
追

加
さ
れ
ま
す

平
成
20
年
度
か
ら
、
長
寿
医
療

制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

の
財
源
と
し
て
、
各
健
康
保
険
組

合
・
社
会
保
険
・
国
民
健
康
保
険

な
ど
か
ら
後
期
高
齢
者
支
援
金
を

支
出
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
た

め
の
財
源
と
し
て
「
後
期
高
齢
者

支
援
金
等
分
（
支
援
金
分
）」
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

■
新
し
い
税
率

（
計
算
方
法
）

医
療
分
・
支
援
金
分
・
介
護
分
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
計
算
し
た
金
額
の
合
算
額
が
保
険
税
額
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
医
療
分
・
支
援
金
分
・
介
護
分
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
、
限
度
額
を
超
え
る
部
分
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
所
得
割
・
・
・
世
帯
の
国
保
加
入
者
の
所
得
金
額
の
合

算
額
×
所
得
割
率

■
資
産
割
・
・
・
世
帯
の
国
保
加
入
者
の
固
定
資
産
税
額

の
合
算
額
×
資
産
割
率

■
均
等
割
・
・
・
世
帯
の
国
保
加
入
者
の
人
数
×
均
等
割

額■
平
等
割
・
・
・
１
世
帯
に
つ
き
平
等
割
額
の
金
額

※
介
護
分
は
40
〜
64
歳
の
加
入
者
の
み
計
算
さ
れ
ま
す
。

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
軽

減
措
置
の
割
合
が
、
従
来
の
「
６

割
」
が
「
７
割
」
に
、「
４
割
」
が
「
５

割
」
に
拡
大
さ
れ
、
新
規
に
２
割

軽
減
が
加
わ
り
ま
す
。

19年度までの税率�

所得割率�

資産割率�

均等割額�

平等割額�

限 度 額 �

7.6%�

55%�

21,000円�

24,000円�

560,000円�

なし�

なし�

なし�

なし�

なし�

0.8%�

5%�

6,000円�

4,600円�

90,000円�

医 療 分 � 支援金分� 介 護 分 �

20年度からの税率�

所得割率�

資産割率�

均等割額�

平等割額�

限 度 額 �

5%�

29% �

28,400円�

25,200円�

470,000円�

1.4%�

8%�

 7,400円�

6,600円�

120,000円�

 1.2%�

7%�

 8,500円�

5,000円�

90,000円�

医 療 分 � 支援金分� 介 護 分 �

20年度�
からの�
軽減割合�

19年度�
までの�
軽減割合�

軽減割合�
�総所得金額�

33万円以下�

「（24万5,000円×�
　世帯主を除く加入者数）�
　　　　＋33万円」以下�

「（35万円×加入者数）�
　　　　＋33万円」以下�

６割 �

４割 �

軽減なし�

７割 �

５割 �

２割 �

①
税
率
が
変
わ
り
ま
す

②
軽
減
割
合
が
拡
大
さ
れ
ま
す

平成平成20年度年度から�
国民健康保険税国民健康保険税が変わが変わります�
平成平成20年度年度から�
国民健康保険税国民健康保険税が変わが変わります�

■
こ
の
軽
減
措
置
は
、
世
帯
の
国

保
加
入
者
と
世
帯
主
の
中
に
税
申

告（
確
定
申
告
・
年
末
調
整
な
ど
）

を
し
て
い
な
い
人
（
税
申
告
上
、

ど
な
た
か
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る

人
を
除
き
ま
す
）
が
い
る
場
合
、

実
際
の
所
得
金
額
が
不
明
な
た
め

適
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
特
に
、
収

入
が
な
い
人
や
、
非
課
税
収
入

（
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
な
ど
）

の
み
の
人
に
は
、
毎
年
２
月
中
旬

〜
３
月
中
旬
に
行
わ
れ
る
申
告
相

談
の
期
間
に「
所
得
が
な
い
申
告
」

を
済
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
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計算例①�
■加入者：４人（50代の夫婦・20代の学生２人）�

■所得：300万円　■資産税額：40,000円（夫所有）�

【改定税率での計算】�

〈19年度税率の場合〉　　〈20年度税率の場合〉�

  年額：400,600円　⇒　 年額：442,600円�

年額で42,000円の増額となります。�

�

【参考】  ２  の試算による税率を採用した場合�

年額：452,200円で51,600円の増額となります。�

１ での�

計算例③�
■加入者：１人（20代）�

■所得：100万円　■資産税額：０円�

【改定税率での計算】�

〈19年度税率の場合〉　　〈20年度税率の場合〉�

  年額：121,000円　⇒　 年額：131,600円�

年額で10,600円の増額となります。�

�

【参考】  ２  の試算による税率を採用した場合�

年額：132,300円で11,300円の増額となります。�

計算例②�
■加入者：１人（63歳）�

■所得：０円　■資産税額：０円�

【改定税率での計算】�

〈19年度税率の場合〉　　〈20年度税率の場合〉�

  年額：22,200円　　⇒　 年額：24,200円�

年額で2,000円の増額となります。�

�

【参考】  ２  の試算による税率を採用した場合�

年額：25,100円で2,900円の増額となります。�

�

計算例④�
■加入者：２人（65～74歳の夫婦）�

■所得：150万円　■資産税額：40,000円（夫所有）�

【改定税率での計算】�

〈19年度税率の場合〉　　〈20年度税率の場合〉�

  年額：202,000円　⇒　 年額：214,200円�

年額で12,200円の増額となります。�

�

【参考】  ２  の試算による税率を採用した場合�

年額：220,100円で18,100円の増額となります�

③
新
し
い
税
率
で
の
計
算
例

吉
岡
町
の
国
保
会
計
で
は
、
平

成
20
年
度
に
総
額
で
５
千
万
円
の

歳
入
増
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
あ

た
り
、
大
き
く
分
け
て
次
の
２
通

り
の
試
算
を
行
い
、
１

の
方
法

を
採
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

１

均
等
割
額
・
平
等
割
額
を
引

き
上
げ
る
と
と
も
に
、
軽
減
割
合

を
拡
大
す
る
（
税
負
担
増:

２
千

８
百
万
円
）。

※
軽
減
さ
れ
た
税
額
の
分
は
、
県

と
町
の
公
費
に
よ
り
補
て
ん
さ
れ

ま
す
（
公
費
負
担
増:

２
千
２
百

万
円
）。

２

所
得
割
率
・
資
産
割
率
・
均

等
割
額
・
平
等
割
額
を
す
べ
て
均

等
に
引
き
上
げ
る
（
税
負
担
増:

５
千
万
円
）。
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国
保
加
入
者
が
全
員
65
歳
以
上

の
世
帯
の
世
帯
主
（
国
保
加
入
者

の
み
）
で
、
年
額
18
万
円
以
上
の

年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
10

月
か
ら
納
付
方
法
が
「
特
別
徴
収

（
年
金
か
ら
差
引
く
納
付
方
法
）」

に
な
り
ま
す
。

特
別
徴
収
に
つ
い
て

以
下
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
場

合
、
特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
。

(

１)

国
保
に
加
入
し
て
い
る
65
歳

以
上
75
歳
未
満
の
世
帯
主

(

２)

世
帯
内
の
国
保
加
入
者
全
員

が
65
歳
以
上
75
歳
未
満

④
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
加
入
者
と

同
じ
世
帯
の
国
保
加
入
者
の
軽
減
措
置
が
創
設
さ
れ
ま
す

⑤
平
成
20
年
10
月
か
ら
特
別
徴
収
が
始
ま
り
ま
す

(

３)

年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を

受
給

(

４)

介
護
保
険
料
と
保
険
税
の
合

算
額
が
各
支
給
月
の
年
金
支
給

額
の
２
分
の
１
以
下

こ
れ
ら
に
該
当
し
な
い
場
合
は

従
来
ど
お
り
納
付
書
お
よ
び
口
座

振
替
で
の
納
付
（
普
通
徴
収
）
と

な
り
ま
す
。

〜
差
引
か
れ
る
年
金
は
〜

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
共
済

年
金
な
ど
の
ほ
か
、
遺
族
年
金
・

障
害
者
年
金
な
ど
か
ら
も
差
引
か

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
複
数
の
年
金

を
受
給
し
て
い
る
場
合
に
は
、
い

ず
れ
か
１
つ
の
年
金
か
ら
の
差
引

き
と
な
り
ま
す
。

〜
差
引
か
れ
る
税
額
は
〜

従
来
ど
お
り
、
保
険
税
は
世
帯

内
の
加
入
者
全
員
の
分
が
世
帯
主

の
名
前
で
課
税
と
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
同
一
世
帯
内
の
国
保
加

入
者
全
員
分
の
保
険
税
が
、
年
金

か
ら
差
引
か
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
納
付
書
お
よ
び
口

座
振
替
で
の
納
付
（
普
通
徴
収
）

か
ら
、
年
金
か
ら
の
差
引
き
に
納

付
方
法
が
変
わ
る
も
の
で
、
従
来

の
国
民
健
康
保
険
税
の
ほ
か
に
新

た
な
保
険
税
を
納
め
て
い
た
だ
く

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
普
通
徴
収
と
特
別
徴
収
の
両
方

で
併
行
し
て
納
付
と
な
る
場
合

「
徴
収
方
法
」
欄
に
「
併
徴
」

と
記
載
さ
れ
ま
す
。

・
普
通
徴
収
分
の
現
金
納
付
と
口

座
振
替

現
金
納
付
の
場
合
は
、
納
付
書

兼
領
収
証
書
が
同
封
さ
れ
ま
す
。

口
座
振
替
の
場
合
は
、「
徴
収
方

法
」
欄
の
右
側
に
振
替
口
座
が
記

載
さ
れ
ま
す
。

※
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
平
成
20
年
度

か
ら
の
保
険
税
の
引
き
上
げ
と
税

率
改
定
」
を
７
月
上
旬
発
送
の
納

税
通
知
書
に
同
封
し
ま
す
の
で
、

あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

⑥
納
税
通
知
書
な
ど
の

用
紙
が
変
わ
り
ま
す

平
成
20
年
４
月
か
ら
、
75
歳
以

上
の
人
は
長
寿
医
療
制
度
に
加
入

し
、
新
し
い
保
険
料
を
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
新
制

度
へ
の
移
行
に
伴
っ
て
、
世
帯
の

保
険
料
負
担
が
急
に
増
え
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、
長
寿
医
療
制
度
加

入
者
と
同
じ
世
帯
で
国
保
に
加
入

す
る
人
の
保
険
税
に
つ
い
て
、
急

変
緩
和
措
置
と
し
て
新
し
い
軽
減

措
置
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

詳
細
は
、
７
月
上
旬
発
送
の
納

税
通
知
書
に
同
封
す
る
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
「
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
）
の
創
設
に
伴
い

国
民
健
康
保
険
税
が
変
わ
り
ま

す
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

役場財務課税務室�
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平
成
20
年
度
か
ら
、
現
金
納
付

用
と
口
座
振
替
用
の
納
税
通
知
書

と
、
特
別
徴
収
用
の
特
別
徴
収
開

始
通
知
書
が
す
べ
て
同
じ
用
紙
に

統
一
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
納
税
通
知
書
な
ど
の
税

額
の
通
知
と
、
納
付
書
兼
領
収
証

書
が
別
用
紙
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
一
緒
に
保
管
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

■
「
普
通
徴
収
（
現
金
納
付
ま
た

は
口
座
振
替
）」
と
「
特
別
徴
収

（
年
金
差
引
き
）」
の
記
載
に
つ
い

て
ご
自
分
の
納
付
方
法
が
「
普
通

徴
収
」
・
「
特
別
徴
収
」
の
ど
ち

ら
に
な
る
か
は
、「
徴
収
方
法
」

欄
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

・
年
度
途
中
で
普
通
徴
収
と
特
別

徴
収
の
変
更
が
あ
る
場
合

「
徴
収
方
法
」
欄
に
「
普
徴
・

特
徴
変
更
あ
り
」
と
記
載
さ
れ
ま

す
。
こ
の
場
合
の
、
普
通
徴
収
で

の
納
付
金
額
（
納
期
限
）
と
特
別

徴
収
で
の
納
付
金
額
（
差
引
か
れ

る
年
金
支
給
月
）
は
、
通
知
書
の

下
段
に
記
載
さ
れ
ま
す
。


